
町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

　

政
和
ク
ラ
ブ
は
、
町
民
の

安
全
安
心
が
継
続
的
に
で
き

る
生
活
環
境
を
考
え
、
町
の

指
針
第
５
次
総
合
計
画
の
推

進
や
行
財
政
改
革
を
目
指
し
、

活
動
を
し
て
い
る
。
い
つ
ま

で
も
住
ん
で
い
た
い
「
武
豊

の
ま
ち
」
、
安
全
で
安
心
な

武
豊
を
目
指
し
、
内
容
を
精

査
し
た
上
で
、
順
次
当
局
へ

提
案
し
実
現
を
し
て
い
る
。

　

今
回
の
政
和
ク
ラ
ブ
の
代

表
質
問
は
、
武
豊
町
の
将
来

像
を
見
据
え
、
籾
山
町
長
が

想
像
す
る
「
武
豊
町
が
進
む

べ
き
、
ま
た
目
指
す
べ
き
方

向
性
」
に
つ
い
て
、
以
下
質

問
を
す
る
。

　
　

安
全
で
安
心
で
き
る
ま

ち
と
は
。

　
　
　
　
　

東
日
本
大
震
災

を
教
訓
と
し
て
、
住
民
の
防

災
意
識
向
上
の
た
め
一
層
の

啓
発
活
動
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
引
き
続
き
公
共

施
設
の
耐
震
化
を
し
っ
か
り

と
進
め
て
い
く
。
風
水
害
や

火
災
、
交
通
安
全
、
防
犯
も

大
切
で
あ
り
、
す
べ
て
の
住

民
が
安
全
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
積
極
的
に
対
応

し
て
い
く
。

　
　

住
民
と
行
政
と
が
協
働

す
る
ま
ち
と
は
。

　
　
　
　
　

自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
と

い
う
自
治
の
意
識
が
芽
生
え

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

行
政
と
し
て
も
出
来
る
限

り
の
仕
掛
け
を
し
て
い
く
。

　
　

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
と

は
。

　
　
　
　
　

高
齢
者
や
障
害

者
が
い
き
い
き
と
暮
ら
し
、

健
康
づ
く
り
や
安
心
し
て
医

療
が
受
け
ら
れ
る
福
祉
施
策

の
充
実
を
し
、
暮
ら
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　
　

教
育
環
境
の
充
実
と
子

育
て
が
し
や
す
い
ま
ち
と
は
。

　
　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
が

の
び
の
び
と
ま
た
、
は
つ
ら

つ
と
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
環
境
整
備
に
努
め
る
。

　
　

基
盤
整
備
と
活
力
あ
る

ま
ち
と
は
。

　
　
　
　
　

東
西
の
軸
と
な

る
武
豊
港
線
や
富
貴
線
を
は

じ
め
、
生
活
道
路
は
継
続
し

て
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
商
工
会
や
観
光

協
会
を
中
心
に
、
農
工
商
が

連
携
し
て
地
場
産
業
な
ど
地

域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
そ

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　
　

楽
し
い
生
活
の
で
き
る

ま
ち
と
は
。

　
　
　
　
　

あ
ら
ゆ
る
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、
地
域
の
絆

を
深
め
る
と
と
も
に
若
者
が

住
み
や
す
さ
を
感
じ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。 政和クラブ

福本　貴久 議員

問

問問

問問

問

■楽しい生活のできるまち「山車まつり」

答

町
長

答

町
長

答

町
長

答

町
長

答

町
長

答

町
長

安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
町
へ

答

籾
山
町
長
が
想
像
す
る
将
来
像

籾
山
町
長
が
想
像
す
る
将
来
像

問

町政を問う!
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今
年
４
月
に
通
学
中
の
児

童
・
生
徒
が
、
暴
走
し
た
車

に
命
を
奪
わ
れ
る
事
故
が
相

次
ぎ
、
文
部
科
学
省
よ
り
全

国
の
公
立
小
学
校
に
、
８
月

末
を
め
ど
に
通
学
路
の
安
全

点
検
を
実
施
す
る
よ
う
通
知

が
出
た
。

　

当
町
で
は
、
す
で
に
４
月

24
日
の
京
都
府
の
事
故
を
踏

ま
え
、
翌
日
に
は
調
査
依
頼

を
行
い
、
５
月
15
日
ま
で
に

22
箇
所
の
危
険
箇
所
が
報
告

さ
れ
、
そ
の
後
２
箇
所
が
追

加
さ
れ
、
24
箇
所
で
対
策
が

必
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　

24
箇
所
の
危
険
箇
所
に

つ
い
て
、
ど
う
対
応
し
て
い

く
予
定
か
。

　
　
　
　
　

町
関
係
部
署
と

知
多
建
設
事
務
所
、
半
田
警

察
署
と
合
同
で
現
場
を
確
認

後
、
対
応
を
ま
と
め
、
一
部

で
着
手
し
て
い
る
。

　

そ
の
内
、
町
道
19
箇
所
は
、

カ
ラ
ー
舗
装
な
ど
、
平
成
24

年
度
末
ま
で
に
12
箇
所
が
完

了
予
定
。
他
は
、
道
路
整
備

が
計
画
中
で
あ
っ
た
り
、
私

有
財
産
に
か
か
る
こ
と
、
通

学
路
変
更
な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
県
道
に
つ
い
て
は

５
箇
所
あ
る
が
、
年
度
内
に

設
計
ま
で
実
施
予
定
の
場
所

も
あ
り
、
着
実
に
進
展
し
て

い
る
。

　
　

新
政
ク
ラ
ブ
３
人
で
、

全
て
の
現
場
を
確
認
し
た
結

果
、
押
し
ボ
タ
ン
信
号
な
ど

対
策
強
化
が
必
要
と
思
う
場

所
が
あ
る
が
出
来
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

警
察
と
の

協
議
の
結
果
、
困
難
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
今
後
も
要
望

は
し
て
い
く
。

　
　

近
隣
市
町
の
対
策
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

各
市
町
の

危
険
箇
所
数
は
、
半
田
市
62

箇
所
、
常
滑
市
38
箇
所
、
美

浜
町
34
箇
所
、
南
知
多
町
24

箇
所
。
対
策
状
況
は
、
路
側

帯
の
カ
ラ
ー
舗
装
、
交
通
安

全
看
板
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、

横
断
歩
道
、
信
号
機
、
歩
道
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
設
置

や
警
察
の
取
締
り
、
草
刈
な

ど
、
本
町
と
同
様
の
対
応
を

し
て
い
る
。

　
　

児
童
・
生
徒
へ
の
交
通

安
全
の
指
導
強
化
は
し
て
い

く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

分
団
会
や

交
通
安
全
教
室
を
通
し
安
全

意
識
の
徹
底
、
地
域
と
の
連

携
を
図
る
な
ど
、
日
々
の
指

導
を
充
実
し
安
全
確
保
に
当

た
っ
て
い
く
。

※
他
に
「
空
き
家
対
策
に
つ

い
て
」
の
質
問
。

町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

新政クラブ
鈴木　一也 議員

問

問

問問

答

町
長

■思いきった安全対策が必要では

24
箇
所
の
改
善
が
必
要

答

学
校
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

学
校
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問

答

総
務
部
長

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長
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町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

　

本
町
に
お
い
て
は
、
平
成

14
年
10
月
に
「
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
平

成
23
年
度
か
ら
は
「
第
２
次

プ
ラ
ン
」
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
　

９
年
間
の
取
り
組
み
の

総
括
は
。

　
　
　
　
　

計
画
事
業
の
77

％
に
当
た
る
68
事
業
を
実
施
。

共
同
参
画
の
必
要
性
に
大
き

な
個
人
差
が
あ
り
、
依
然
と

し
て
、
社
会
の
男
女
の
役
割

分
担
の
意
識
が
根
強
い
。

　
　

審
議
会
、
行
政
委
員
会

の
女
性
委
員
の
割
合
は
。

　
　
　
　
　
　
　

審
議
会
で

は
平
成
21
年
度
が
21
・
6
％
、

24
年
度
が
24
・
4
％
。
行
政

委
員
会
は
、
21
年
度
が
3
・

0
％
、
24
年
度
が
9
・
7
％

と
増
加
傾
向
だ
。

　
　

防
災
会
議
の
委
員
に
、

女
性
登
用
の
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
　

現
在
は
、

学
識
経
験
者
、
防
災
専
門
家
、

災
害
現
場
で
の
経
験
者
が
中

心
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災

以
来
、
よ
り
良
い
防
災
体
制

構
築
の
た
め
に
は
、
女
性
の

視
点
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

適
任
者
が
あ
れ
ば
登
用
し
て

い
く
。
女
性
の
考
え
も
幅
広

く
取
り
入
れ
て
い
く
。

　
　

防
災
会
議
に
保
健
師
な

ど
の
専
門
家
を
入
れ
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　

防
災
会
議

委
員
よ
り
、
実
務
担
当
者
と

し
て
、
地
域
防
災
計
画
の
策

定
段
階
で
参
加
し
て
も
ら
う

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

避
難
所
の
運
営
や
必
要
な

備
蓄
物
資
の
調
達
に
つ
い
て
、

女
性
の
視
点
、
専
門
職
と
し

て
の
意
見
を
期
待
し
て
い
る
。

※
他
に
「
津
波
避
難
ビ
ル
の

指
定
に
つ
い
て
」
の
質
問
。

公明党議員団
本村　強 議員

問

問

問

問

女
性
の
視
点
は
大
変
重
要

答

町
防
災
会
議
に
女
性
委
員
の
登
用
を

町
防
災
会
議
に
女
性
委
員
の
登
用
を

問第
１
次
プ
ラ
ン
の
総
括
は

防
災
会
議
に
女
性
委
員
を

保
健
師
、
看
護
師
、

助
産
師
、
ケ
ア
マ
ネ
な
ど

の
専
門
家
の
登
用
を

審
議
会
な
ど
の
女
性
割
合
は

答

町
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

■保健師の活動
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町
内
に
児
童
生
徒
が
自

由
に
利
用
で
き
る
施
設
と
し

て
、
児
童
館
が
あ
る
。
し
か

し
、
児
童
館
の
設
置
が
町
中

央
部
か
ら
南
部
で
あ
り
、
人

口
増
加
の
著
し
い
町
北
部
の

お
母
さ
ん
方
か
ら
、
既
設
の

児
童
館
を
利
用
す
る
に
は
遠

く
、
途
中
で
交
通
事
故
、
い

た
ず
ら
が
心
配
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
児
童
館
の
新
設
の
要

望
が
あ
る
。
ぜ
ひ
、
新
設
を

さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

町
北
部
の

児
童
が
利
用
し
て
い
る
の
は
、

長
尾
児
童
館
、
く
す
の
き
児

童
館
と
思
わ
れ
る
。

　

長
尾
児
童
館
が
多
く
利
用

さ
れ
て
い
る
が
、
運
営
に
支

障
を
き
た
し
て
い
な
い
。
他

に
優
先
す
べ
き
施
設
整
備
計

画
が
あ
り
、
現
段
階
で
の
児

童
館
建
設
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

人
員
が
多
く
て
運
営
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
か
ら
、

新
設
を
求
め
て
い
る
の
で
は

な
い
。
子
ど
も
が
利
用
し
や

す
く
、
親
が
安
心
し
て
利
用

で
き
る
児
童
館
の
新
設
を
求

め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

児
童
館
の

役
割
が
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、

児
童
館
に
力
を
入
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
児

童
ク
ラ
ブ
に
力
を
注
い
で
い

る
。

　

児
童
館
を
新
設
す
る
計
画

は
な
い
。

　
　

児
童
ク
ラ
ブ
は
開
館
中

だ
れ
で
も
が
自
由
に
利
用
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
一
定

の
手
続
き
を
経
て
、
利
用
料

を
払
う
必
要
が
あ
る
。
児
童

館
と
は
役
割
が
違
う
。

　
　
　
　
　
　
　

指
摘
の
と

お
り
で
あ
る
。
最
近
の
児
童

館
の
利
用
は
、
個
人
か
ら
団

体
利
用
、
親
子
遊
び
方
教
室

に
特
化
し
て
き
て
い
る
。
子

ど
も
が
来
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

児
童
館
を
造
っ
て
き
た
昭

和
の
時
代
と
変
わ
っ
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ニ
ー
ズ
の

高
い
児
童
ク
ラ
ブ
に
力
を
注

い
で
い
る
。

　
　

そ
の
よ
う
な
方
向
に
な

っ
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
大
規
模
の
も
の
で
は

な
く
て
も
、
子
ど
も
と
親
が

い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ
こ
と
は
、

若
い
母
親
の
孤
立
化
の
解
消

に
も
役
立
つ
。
北
部
地
域
へ

の
児
童
館
新
設
の
再
考
を
求

め
る
。

　
　
　
　
　
　
　

指
摘
の
点

は
承
知
し
て
い
る
が
、
利
用

形
態
、
運
営
形
態
を
含
め
て
、

子
育
て
支
援
に
対
応
し
た
い
。

町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

日本共産党議員団
梶田　進 議員

問

問問

問

■実績並びに主要施策報告書より作成

児 童 館 利 用 状 況 表：厚生部長の答弁とは違う結果である

平成14年度
人 ％ 人 ％

個　　人
団　　体

親子クラブ
その他

合　　計

38,752
7,386

66.0
12.6

12,625 21.5

58,736 100

47,436
6,326

72.6
9.6

11,614 17.8

65,376 100

平成23年度

現
段
階
で
は
構
想
し
て
い
な
い

答

町
北
部
に
児
童
館
の
新
設
を
求
め
る

町
北
部
に
児
童
館
の
新
設
を
求
め
る

問答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長

答

厚
生
部
長
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町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

　
　

下
水
道
事
業
は
、
計
画

区
域
内
す
べ
て
の
供
用
を
開

始
し
た
。
事
業
が
、
自
立
し

た
運
営
・
経
営
を
す
る
た
め
、

接
続
率
の
一
層
の
向
上
が
求

め
ら
れ
る
が
、
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
水

道
の
接
続
率
向
上
に
向
け
、

資
料
の
再
送
付
や
戸
別
訪
問

な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
。

　
　

下
水
道
事
業
の
地
方
債

借
入
の
残
高
は
約
98
億
円
、

一
般
会
計
の
借
入
残
高
の
約

67
億
円
と
比
べ
約
1
・
5
倍

と
な
っ
て
い
る
。
計
画
的
な

債
務
の
返
済
や
今
後
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
た
め
に
、
中
期

財
政
計
画
や
事
業
計
画
策
定

が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解

は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

債
務

の
残
高
は
計
画
的
に
減
少
し

て
い
く
。
一
方
、
昨
年
よ
り

着
手
し
た
東
海
豪
雨
の
浸
水

対
策
で
あ
る
上
ケ
排
水
区
で

の
雨
水
排
水
整
備
事
業
な
ど

多
額
の
費
用
が
予
想
さ
れ
る
。

　

毎
年
、
６
億
円
か
ら
10
億

円
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出

金
の
予
想
を
た
て
、
下
水
道

事
業
を
推
進
す
る
。

　
　

下
水
道
事
業
は
、
独
立

採
算
性
が
原
則
と
さ
れ
て
い

る
が
、
他
会
計
同
様
、
基
準

外
繰
出
金
が
一
般
会
計
よ
り

繰
出
さ
れ
て
い
る
。
税
の
公

平
性
、
適
切
な
利
用
料
を
検

討
す
る
上
で
も
、
広
く
一
般

住
民
に
も
わ
か
り
や
す
い
一

定
の
ル
ー
ル
を
示
し
、
法
定

外
繰
出
金
を
抑
制
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解

は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

起
債

の
繰
上
償
還
を
し
て
、
毎
年

の
償
還
金
の
削
減
を
図
る
こ

と
や
、
施
設
の
利
用
率
も
上

げ
、
受
益
者
負
担
金
の
回
収

を
図
る
こ
と
が
法
定
外
繰
出

金
の
抑
制
に
繋
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
　

下
水
道
事
業
を
、
法
非

適
用
企
業
か
ら
任
意
適
用
事

業
と
し
、
地
方
公
営
企
業
会

計
の
導
入
が
望
ま
れ
る
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
在

県
内
で
４
市
が
導
入
し
、
近

隣
で
は
、
半
田
市
も
導
入
を

検
討
し
て
い
る
。
本
町
で
も

最
終
的
に
は
、
企
業
会
計
に

移
行
し
て
い
く
。

※
他
に
「
町
制
60
周
年
記
念

事
業
に
つ
い
て
」
の
質
問
。

情熱
石川　義治 議員

問問

問

問

■上ヶ第１ポンプ場

導
入
に
向
け
検
討
す
る

答

下
水
道
会
計
を
地
方
公
営
企
業
会
計
に

下
水
道
会
計
を
地
方
公
営
企
業
会
計
に

問答

産
業
建
設
部
長

答

産
業
建
設
部
長

答

産
業
建
設
部
長

答

産
業
建
設
部
長
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町
民
の
幸
福
度
を
高
め
る

為
政
者
た
ら
ん
と
し
て
３
期

目
を
目
指
さ
れ
る
籾
山
町
長

に
お
尋
ね
す
る
。

　
　

町
長
は
長
期
的
展
望
に

立
っ
て
、
武
豊
町
を
ど
の
よ

う
な
町
に
し
た
い
の
か
。

　
　
　
　
　

基
本
的
に
は
第

５
次
武
豊
総
合
計
画
の
基
本

構
想
で
定
め
た
、
ま
ち
の
将

来
像
「
心
つ
な
ぎ　

み
ん
な

輝
く
ま
ち　

武
豊
」
に
示
さ

れ
た
「
め
ざ
す
べ
き
ま
ち
の

姿
」
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

超
高
齢
社
会
の
到
来
や
人

口
減
少
な
ど
の
諸
問
題
を
念

頭
に
置
き
、
30
年
後
、
50
年

後
の
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち

の
基
礎
づ
く
り
、
土
地
利
用

の
骨
格
づ
く
り
の
時
期
が
き

て
い
る
。

　

武
豊
町
の
総
合
計
画
で
は

ピ
ー
ク
人
口
を
４
３
、
０
０

０
人
と
し
て
い
る
。
行
政
居

住
面
積
か
ら
し
て
、
良
好
な

居
住
環
境
が
保
た
れ
る
人
口

規
模
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
町
で
も
出
生
で
は
、
平

成
13
年
の
４
８
７
人
を
ピ
ー

ク
に
、
最
近
で
は
４
０
０
人

を
切
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

高
齢
化
率
で
も
20
%
を
超
え

て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
広
域
的
に
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
施
策
、
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
も
段
階
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
な
ど
町
行

政
と
し
て
も
、
行
革
を
含
め

「
あ
る
べ
き
姿
」
を
構
築
し

て
い
く
。

　

全
て
の
町
民
が
、
日
常
の

生
活
を
楽
し
く
、
生
き
甲
斐

を
持
っ
て
過
ご
す
こ
と
が
で

き
、
そ
し
て
楽
し
く
老
後
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ

う
し
た
思
い
が
持
て
る
よ
う

な
町
づ
く
り
で
あ
り
、
「
住

民
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
を
愛

し
、
幸
福
を
実
感
で
き
る
ま

ち
」
が
究
極
の
目
標
で
あ
る
。

※
他
に
「
知
多
半
島
南
部
と

武
豊
町
は
ど
の
よ
う
に
歩
む

べ
き
か
。
」
、
「
行
革
の
一

環
と
し
て
、
富
貴
支
所
の
統

廃
合
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。
」
に
つ
い
て
問

う
。

※
２
項
目
と
し
て
「
環
境
問

題
に
つ
い
て
」
質
問
。
「
直

近
５
箇
年
の
北
部
４
た
め
池

と
浅
水
川
、
石
川
の
環
境
改

善
の
経
過
と
費
用
及
び
評

価
」
、
「
環
境
改
善
が
進
展

し
な
い
問
題
点
」
、
「
本
町

の
５
年
間
の
下
水
道
の
接
続

率
の
推
移
」
、
「
下
水
道
の

接
続
率
Ｕ
Ｐ
の
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
目
標
を
掲
げ
て
取

り
組
み
し
て
い
く
の
か
。
」

に
つ
い
て
問
う
。

町
政
を
問
う
！

会
派
代
表

町民クラブ
佐伯　隆彦 議員

問答

町
長

■武豊町の未来

第
５
次
基
本
構
想﹁
め
ざ
す
べ
き
ま
ち
﹂

答

長
期
的
展
望
に
立
っ
た
武
豊
の
将
来
像

長
期
的
展
望
に
立
っ
た
武
豊
の
将
来
像

問
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